
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

よこはま地域福祉研究センター 

②施設・事業所情報 

名称：パレット保育園高田 種別：認可保育所 

代表者氏名：佐藤 吉美 定員（利用人数）： 60（69）名 

所在地： 横浜市港北区高田東4－22－38                       

TEL：045－544-1149 ホームページ：http://p-hoiku.com/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 ： 2014年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）： 株式会社理究 

 職員数 常勤職員：      19名 非常勤職員    5名 

 専門職員 施設長      １名   保育士   19名 

栄養士      2名 調理員   1名 

事務       1名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

6室 保育室、給食室、事務室、調乳

室、乳児トイレ、幼児トイレ、バ

リヤフリートイレ、相談室、屋上

庭園、エレベーターなど 

③理念・基本方針 

１ ひとりひとりを「大きな家族」の一員として認め、役割を認識させ、愛情をもっ

て育てます。 

２ ひとりひとりのこどもを見極め、発達段階に応じ、「感性・知性・体力を培う」

三位一体のバランス保育・教育を信条として育てます。 

３ ひとりひとりが意欲的な生命力を発揮できるよう「自立と自尊と自律」の精神を

大切に育てます。 

④施設・事業所の特徴的な取組 

駅から徒歩1分、とても便利な園です。 

周りには自然が多く、天気の良い日はお散歩に行き、近くを流れている川ではかわい

い親子のカモや、亀を見るなど様々な活動を楽しんでいます。「大きな家族」を理念

に、散歩などは異年齢で出かけ交流をしています。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

2024年4月30日（契約日） ～ 

2025年1月21日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）     2 回（ 2019年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

 

【特に評価の高い点】 

 

◆職員は縦割り保育を充実させたいという思いを持ち、様々な保育内容にチャレンジ

しようとしています 

http://p-hoiku.com/


 職員はひとりひとりの子どもを「大きな家族」の一員として、愛情をもって育てま

すという園の理念を念頭におき、子どもの自分でやってみたいという思いを受け止

め、ゆったりと子どもに関わっています。保育は職員の細やかな連携のもと、各クラ

スが協力し合いながら進めています。 

異年齢の活動は、一緒に散歩に行ったり朝夕を共に過ごしたりするなど積極的に行わ

れています。特に幼児クラスでは、異年齢での縦割り保育を充実させようとしていま

す。異年齢のグループを作りそれぞれの活動として、ゲームやダンス、運動遊びを取

り入れグループの特徴を活かした計画を立てています。子どもは「いす取りゲームを

やりたい」と自ら意見を出し、主体的に活動を楽しんでいます。縦割り保育は子ども

たちにとってクラスを超えた関りを経験し、異年齢の子どもとの関係性が深まる機会

になっています。活動だけではなく食事をともにするなど、子どもは心地よい緊張感

を持ちながら過ごしています。法人が開発した「能力開発プログラム」を取り入れる

と共に保育内容の充実と活発な活動を目指しています。 

 

◆子どもたちはバラエティーに富んだ食事を楽しんでいます 

 園では子どもたちの意見を取り入れ、食育活動を積極的に行っています。園の行事

である「スペシャルワンデー」の時に、子どもたちが一日の献立を考えるという取組

があります。職員は子どもたちが希望する「おやつはパフェがいい」という思いをか

なえ、子どもたちはパフェ作りを楽しんでいます。 

栽培活動は計画的に実施され、園庭では夏野菜やイモ類の栽培を経験しています。子

どもたちが育てた野菜を給食の素材として献立に取り入れ、栽培活動が子どもたちと

栄養士が連携した、共同の食育活動になっています。 

栄養士は子どもたちの好きな絵本を題材にした物語メニューや、誕生会の日はおやつ

にケーキなど、子どもたちが興味を示すバラエティーに富んだ給食を提供していま

す。 

  

【今後期待される点】 

 

◆防災面で近隣住民や施設との連携が期待されます 

 園はハザードマップから、避難場所や避難の仕方を模索し「垂直避難」が有効だと

考え、計画を立てています。また、突然の豪雨など予測しにくい事象も起きているの

で、防災備蓄品を近隣の住民や地域へ提供する体制を整えています。防災は地域ぐる

みで助け合う必要性があり、園は近隣の施設と地域がお互いに協力し防災に務めるよ

うな関係づくりをして、共通理解を得られるよう働きかけることが期待されます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回5年振りの受審となりました。 

この間コロナ禍を経験したり、不適切保育などニュースで取り上げられることで保育

園や保育士への関心も高く厳しくなっていることを実感しています。 

全職員で自己評価をしていく中で、職員が自身を見つめ直しふりかえりをする良い機

会になりました。 

園としても運営全般をふりかえり、利用者の方々の求めているもの、園の課題も見つ

けることが出来ました。 

時代に合わせアップデートをしていく、そしてパレットの目標でもある『選ばれ続け

る保育園』を目指し職員一同で成長していきたいと思います。 

 



受審に際し、アンケートにご協力いただきました保護者の方々にお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 
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